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鹿島砂丘地帯における地域進化の一類型

波崎町若松地区@須田の場合一
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はじめに
をi記述することを 131'1<)とする。

ところで， i山崎町は茨城県の以南端に位Î-i~~ し，京

は太平洋， i'4と南は利棋)11に出し， ~とは +ljl 十回 IUT に接

する。利根)11の士山芋は銚子市である(第 11;%1)。波Illj;f

IlIfは， I判端のj魚 i"l: を 11J心とする 11ニi が~IIJM-IHT を I(~; くと，

は， 鹿，ljfjJ砂丘j也市:，こ{心:ittオーる波111(，jIlIf)'i松i也

!R， とくに大千:;r{EHの J}L{[~ の j也j或4千円この形 Jj記を/3Jjら

かにするための予察I'JZJ考察として，その進化の;fj，f:Y
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かつては後進従業地j或で，昭和30年代後半以降の鹿

島l臨海工業地借造成事業¥いわゆる鹿島開発以降，

通勤兼業地j或に急速に変貌してきた地j或として知ら

れている。しかし 子科目に検討すれば，このj也j或は

景観的にいくつかの倒tl:をもった4、地j或に細分され

る。そのうち，北m~に位置する若松j也 1.[ は，そのー

去11が鹿島臨海二[j揚地区に合まれるが， ピーマン栽培

に特化した施ii支陶芸地域といった特徴をもっ地域と

して知られている。

この午!i:f)主治九、かに71三J&:されてきたかのWi:I!f:Jカ人わ

れわれの依存冬n包!=l!'I<Jの一一つである。この地区の施設

院は::.li!!.ほとしての特性形成は，高度経治成長にf'l'-う

日本全体の経済動向や鹿島!討すさに大きく影響された

のは間違いない。その|時代的契機が鹿島開発前後に

あろうということは この前査にあたってのわれわ

れの共通認識である。しかし，それだけでは十分な

説明はできない。なぜなら，地域特性とは，そこに

uむ地域主l':氏が，ある時代のJ支持]'(10;}ci牲を背宗とし

て，その地域の資源を評価し 地域を組織化するさ

まであるが，地域住民がイノベーションを受存し，

地域特性を形成するには，一般的にそれ以前の地域

の基礎構造にも大きく左右されることが多いからで

ある ljo たとえば，諦査対象地域の若松地区でみれ

ば，この地域は砂丘地J31:に位置する，近世後期!の新

i召集落地域である。このような特性は， 11m下自といっ

た独特の景観に如実に反映されているまうに，農業

的には低生産性，あるいは限界地的性格を意味する。

しかし，それは一方では，現にこの地区ではかつて

地曳網漁.が盛んであったように，商業的要素の早い

導入やその導入に対する盛んな意欲等を意味する場

合が多し 1。そのような特性に基づく地域構造上の!f.!f-

鍛が，施設園芸地域形成に大きく寄:与したことなど

も考えられる。それゆえ，われわれは地域特性形成

の諸条件を抽出し，検討するまえに，ここではまず，

若松地区のうちとくに大字須加を例に，この地域の

発展過程と現状を考察する。それによって，地域特

性形成の複雑な実態を解明する手掛かりとしたし ¥0

E 鹿島開発以前の地域特性

1I -1 . 新民開発とその特徴

現在の波崎町の北部， 1自若松村一帯は， Ii少liの発

注が著しく，長いIIJJ不毛無人，~Wii~j見捨J也で、あった。

この地域は江戸時代の中期以降， とくに後照に開発

され，三つの新LH集落が成立した。それらは|討すcJllti
に，大1:13新日:1(j~)丙 13{j三枚地):Ò)， ml:F!新日I(文政 3

年1m と相IIJII新131(弘化 2年1m耕i背負)であっ

た口し寸_'_'teもIIIr人請負新田の:11三で!日j製され， それそ、

れのIJi:J発地主の姓が付された0*/存形態と j也1!司法は，

!日j担者の;主立、を))む映して辛子1-呉なった3jo しかし，

いくつかの主~:な共通点があった。つまり，三つの

mi.j=EIとも労働力を周辺農村ばかりでなく， :1ヒ三

河や八よj誌などからの入百姓という形でイ確保してい

ることや，三つの新HJにとって，新1111m先ばかりで

なく， f主j支の差こそあれ， JJt，1副知的jifにおけるF帆也

曳網漁業がllt嬰で、あったことなどである。

1940年 (11百平1115年)に幻自家により発行された『訂l

EEl %li.IIl ~HI~ j二誌』 などによって<1) mIII*Ji.IIlのIj討すむの

をNrjliiに見てみよう。それによれば， mlIl新sJ

のj也は， 文政 3:¥1ミ(1820年)に江戸市輪台111]"のi出入・

故が太111新日i開発技地で、あった，~'Ul)J)j ， 出場

践し詰|りよザリ劫の間棋を請けれい， 丈政 5:¥j三(l822:¥f)

に地代金を払って ~nlII 家所有となった。jíiJ史料によ

れば，須田官i裁は!壬什l家の織物御用を務めていたが，

鹿島lm根三出村 W~ ・鹿出 lilTi1~三日 1) れ T，と懇意にな

り，五Ji'III開発に若手することになったらしし」大F11

新EB~J主宗助以下回人より， 11~三 m村の!lt i\li 人fJ l-;I[:.

エ門と iJI受人'¥:1'誌にあてた『為lfY_特設定，tiE丈ノ

のヰIで，太田新国Jlli先の林士111・1主生JJ.1)， J;~li j訪湖;三カ

ï~Tの松本が火災により残らず焼x し，太田新 FIJ 百 ft'l

のみでは永寺内を弁納することができず， TtCil誌に開発

と永車内をt9.Uし、IHた旨が記載されている。'i1'.'政は各地

より入百姓を募り，初年に42戸を入摘させた。しか

し入百年tのほとんどは炭ー家の 2，3労， もしくは

窮氏で，そのうえ開墾も副知:をきわめ，定着はO!itし

かった。

一方，二代田官殺は田知11増加にともない，肥料供

給の必要性を痛感し 文政10年(1827年)に九十九!M，

にならって地曳網を組織した。これは新田での肥料F

となったばかりでなく，須田家の重要な収入源にも

なった G なぜなら，この時期には既に金肥としての

干鰯の需要が多く，江戸には多くの干鰯!問屋があり，

安定た市場が71三成されていたからである。こうして，

!?丹墾の基礎が次第に閉まり，鍬入れから 12年後の天

保 3年(1832年)の検地では，戸数49戸，人口217人，

田12111T1反 4畝13歩， :J:lll 5 Ilfj' 7反 3畝13歩，宅地 l

IUT 4反 2ji抗日歩，林封H1641l可 2反 9畝 5歩を数える
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までになった口また，天保 4{fには.八丈!おより 8

戸. 63人の入百年1:を入植させている。このことは，

人口支持力が高まり， Iiトj製やj也曳網漁業のために

さらに労働力の強化を I~I る余桁ができた iìíE :1J二とはる

ことができょう。

三代目官i哉は. J也曳枠!を改良し，担、化年IInには新

たにほぼ2併の規模のj也'y.~:IÊJ を導入した。以来，文

政lOi!三にIJIJ設された網は元作'J.ゾムイヒ{!:1Iなに導入され

たまl司は新主将と呼ばれt:.o 近lI/.-における刻刻家の地曳

説明:王?メ;については，不明な/j、が多し )0 しかし，その

は， J也主と入百町1:との関係の上にJ;)(:り立つ5%li

り，労Hrb 力のJí11司法という/~(でも. TÉか~~\以先

による経済力の茶棋という/_i，で、も，創出家にとって

は大きな意義をもっていたと考えられる。それはま

た，新II:J全体の経済的安定化にも寄与したのはIl¥jJ主

いなし )0 1明治初年までに，戸数は991ヨにJ14え，出は

601llT余， '):111は331lIT(]，?，宅地は]] II!T余に問えた。ただ

し，人口あたりの石高は他村と比較してil主く， 1五'):111

経営の低生産性を地iえ網漁業でネiIlっていたことが明

ら治、である。 肢も IWJ~色の j!Iい i誌の材料 11 新 !11 では， Jili 

IJ之網漁業の独'~l という何発地主の意向はより明瞭で

あったω。

1J[，l詰灘のj也曳網漁業は 九十九lHi-F~と Jt í絞して小

規模であったといわれている。その規模は網 1I阪に

つき漁船 l隻，漁夫 3-4人の)'，'手間しであった。

後にその規模は，綱]I阪につき漁船 2隻， i((¥:;J二40-

50人程度ーにまで、大型!化された。

隣り合う 3新mはいずれも鰯j也曳網的、を行ってい

たため，漁場と二H詰場のv-Mi呆は各村にとってその右:

立を大きく左右することであった。そのため • iF~ の

所イ住をめぐるefi-論は少なくなかった。とくに，泣

政 6年(仕18お59似1年|下引Z斗)以F降年， 須田新EEIと太EEliJi-EJjとの1111で

駐日色した。須田家の入植当初， 40111]余におよぶim，jJJj

と干場j誌の 3分の 1'jjl~ I壬!家が，残りの 3分の 2は

太田家が所有していたが，天保 3年頃太田家の私的

より. -11年i電車内および村内取締りなどが釘[]]

家に委任された。この尖績をもとに， ~f{ 旧家が安政

6年にそれらのjk納権を主張したために争論となっ

た。この問題は明治に入っても続き 1明治 8年(1875

.1:1:': )に裁判にいたるが， 11す13年にiHJ，J易の地岩手を

して双方が所有することで最終的に決着した610 こ

の結果は，須田家による?，(~l.場独占が崩れたことを意

味する o m日1新EIJ内部においても，須田家の支配力

がlJ~J まり，イOJJ1!H亡台以のど〈J機となった。

JJ出1'>(Jili IJL ~I[J漁業の興|庄の --)J ， 砂 LÎ'， X:J j' l:F1の民業 IYJ

j京Jt~ は，話灯、一年子i を 12年も要したことから均一j らかな

ように，泣 III を通じて劣:~;:な条 íl-Iごにあった。 11:1 は

{Ï'少!日日j の ilU訟をさらに Jjtí\ り下げて造られた昇/I~今 f'lll で

あり.1'，JI:本がlj)jけ2られ，本Iti!;れになりやすいうえに，

砂質二i二のため r芥も交けやすかった。 JHlはtJ:ilり上げ、

た L砂を脱り上げた'Jlf.l二JII!であるが，これも lJIi;'に

~J\J かった。そのため. IHでは米，士HIでは主，大jLJjif〈:

i語t持:寺友乙なとどごがj栽、主&JνJ杭在されたが， 1!:j('1"Iは尖に低し、もので

あった。 11~jil/llf，:~却の j主人は.明治WJ をf.y:たねばなら

なかったo

II-2. 伝統的生業形態とその変容

a) .明治!!日における生業形態

i リーji市 WJ における仔[1:日新 IJI の ~I:- 完;形態は， 九1~ :<1((I~に

は江戸時代とJiiJじであった。しかし， r!:戸時代にJヒ

べると，地曳網漁業の比重がキ11片(灼に小さくなり，

その代わりにi定業の比重が1'，~: Jまった。以 f， U'~l'i E日

新出掛けこら!と』 7) や勺t~\:'11~村是それに 111'J き取りあii

J，fとなどをもとに， ますっ明治J!)Jにおける生業の1;fJぺを

弘てみよう。

パ公村:是』によれば. 191 J{判明治44{iミ)におけ

るjE:l_f'i松村田の夜討ミ4]]戸のうち， 専業はf主か29Pで，

兼業i史家が90%を占めていた。これは，ほとんどの

民家が地曳制約業に関係、していたからである口この

は， mEl:l新EEIでも例外でなく，民家の90%以上

は j也~網漁に携わる兼業農家であったと考えられ

る。

土地所有は，農家411戸のうち自作22戸/トイ/1':239

戸， Iヨ小fl:150T=iで，小作と自 1]、作カサF倒的多数を

，Jiめていた。これは民民地方の他地域と比べてみて

も. 11二|若松村の日JF諾な特徴の一つで，この状態は，

第二次世界大戦後の農地改不まで杭いた。 mr-El新EEl

では，江戸 1I寺代から f~1ifì初期にかけては，新田の1m

発地主である須 EB'I~'.'蔵が村内のj二i也を全て j苛有して

いた。 明治に入って須出家は没落に向かい，明治仁/::)

WJには所有地のほとんどを抵当に入れてしまった。

その後，村内の有力者数人が銀行から土地を民い反

し，かれらが新しい地主層となった。たとえば，こ

の有力者の一戸である須ノ内向家は，大正初期jに日1

2011汀， 1:Hl 30 IHT ， 111 林約701llT歩を所有していたりj。こ

れは，村内の土地の約 4分の lに相当するもので

あった。
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~J~ 8:3新EHの!実業:は 1羽itirl:J}UJ tj I昨には， :;1<.133での

稲作とよlfIでの麦と落花生の栽崎が中心であった。第

1表は，須田新田における 19]}年(明治44:'Q三)の主要

農産物の作付反]]IJ・生産量・生産額を示したもので

ある。米の作付面積は，税米と官ji:米を合わ vせて約93

IHTで，生産量は1，637石であった。頻繁に凶作に見

舞われたことを考癒しなければならないが，この年

の収穫高から見るかぎり，反当り 1j又是は，当時とし

ては低くはなし」米の生産額は 梗米と餅米を合わ

せてお，282刊であり 最も生産額が大きかった。畑

作のうち，夏作の大部分は落花生で、あった。その生

産額は20，830円で，米に次いでいた。米の多くが自

給に充てられていたことを考えると，務花生は最も

重要な換金作物であった。落花生がし 1つ頃から栽tg-.

されるようになったかは|明らカ、でない均三 1894年(明

治27年)頃に千葉県干潟地方から移入され，広まっ

たといわれている。夏作としては，他に甘薯が約10

IlD'歩栽培されていたが，落花生に比べると，その重

要性は小さかった。冬作はほとんどが麦で，冬1to約

1051Urのうち約百4%が大麦小麦裸麦の作付ーであっ

た。このように， I~月 ÌÉì ;tミ WI の須田新EI3の農業は米・

麦・落花生の栽培が中心で 現金1j又入源としては落

花生がきわめて重要で、あった D

一方，江戸時代にはとりわけ重要であった地曳網

漁業は，明治に入ってから さまざまな変化を被っ

た。まず，須田家の独占経営が崩壊した口幕末から

明治初期にかけて，須田家は漁場の所有権をめぐっ

て太田家との紛争に陥っていたが， 187、3:¥ド(1持di6

年)には村!大j有力 j支 i己からも J也曳車両 I~ìol ii立と I~I 寄り也分

譲に r期する詰 I，~ü がよB され，これも訴訟に j住民したo

f走者の訴訟は1878ij三(明治11年)に和解が)j足立し，有

力農民18戸の共同経常・による村網が1m設された 10)。

また，明治中期j以降，潮流の変化や偽繰網漁法の辞

及により 11) 地曳網漁法による漁獲高は i}i記少し虫色

めた。

主主EEI新E13における 1911年(明治壮年)の漁獲物と:;J<.

j主製造物をみると(第 2表)， H{I，jlli物の大部分は!湖で

あり，そのほとんどがJJ出料のための干鰯に加工され

ていた。生産鋲が最も大きいのは「鰯で，次いでiiil:

蛤，子妙であった。二1":'鰯の一部は村内で!肥料として

j刊し Eられたが，大部分は村外に移出され，現金JIX入

拡!となった。しかし，そのfilli格は3、200j=1jであり，

活花王位に比べると僅かで、あった口水産製造物と漁役

物の全てを合計したfilli絡で、さえ9，271Plであり， J:主

産物の生産írlli 1'誌に比して相当に少なかった。え~i l:El羽i

mでは，この頃にはu.止に，地曳桝の重要'1''1:がí~~-rごし，
農業が主であったことが明らかである。

b)ー 大正Wl以降のよi三業形態

大正邦j以降， j也曳網漁業は一回天辺し，民業の重

要性がさらに増大した。 j也曳緋j漁の衰退というm拘4

斐 1~1 を媒グ?として，さまざまな農業の改良が試みら

れた。指iiLγ 物栽培で、はまずIJs告の栽培が拡大し，

その後，第二次世界大戦後には内JJ¥の栽培が盛んに

なった口

第 l表 須日?における主要農産物生産額

区分 F重 1語 作付反別 収穫高(石) filli~，[ (P=I) 

回
梗 米 75，1600 l警 353 23，675 

半面 米 17.7200 284 4、607

落 花 生 94.6800 378，720 (斤) 20.830 

夏 -1:1- ヨ者 10.3000 25，500 (貰) 1.030 

桑 来. 6.5000 14，950 0空) 1，138 

イ乍 大野小菜豆類・瓜五日 6.8600 1.029 
tlH 

大 麦 43.5000 609 ... 3.654 

先 f東 麦 3l. 5000 315 2，520 

麦 24.5000 196 1.960 

イヴ2
蕪菜謀鷲j類

5.6000 大根 35，000 (本)
224 

その他 700 (把)

合計 60.667 

資料 r須田新聞郷土史』

「波IIJ奇IlIT資料 1 J P， 229 
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ti~ 2去 先(111 にお (t るノド泣:1>>.~j主物・江(1.)引炉1:， T，iサn

1.550 

350 

]、600

2~O 

60 

445 

m，盟 ¥ 2， 000 ，000 (J己)¥ 160 

720 

750 

180 

i?皮111奇11IT資料 1 J p. 230 

ここでは， まず地曳網漁のその後の軌跡を簡単に

見てみよう。大正から IJ日手i巾IJWjにかけて，須田新日

には五つのj也曳網があったD ーつは， t況に述べた村

制で， 1むはiJ長七緋L丸 llj網， t~ 1I台*li1とiLf!'í~ if(:J *Iijで、あっ

た丹十J-*I[1は村内有力者十数字IがJ己資し，株主となっ

ている志向であったが， 1也は1181人絹であった。制のm
棋は付制が最も大きく‘梓!の Iえさ手を 100人{立必要

とするもので、あった口例人制は全て， より小規模で

あった。制の株 tとノド:t(船 )J)との関係は， ?U=:il時

代と liiJ様に，このjりjにおし、ても地主と/トイIj::との関係

と去三L-体をなすものであった。つまり，小作人は

J1白t.から ないしは?!lけ貨にちかし i71三で、二i二j世をi1t

J j-されたが，その代わり， J由主が株主となっている

地!え制でソk主として働く義務があった。 Y{Ii、獲物は，

'1:.鰯や|てものが志向の曳き子に i世l~(.分配された佐， ;Ji; 

に並べられて ~Ff#.弱にされた。 ll:f!.'~~ は 1 ヵ月ほどで 1二

しあがり，主に栃木県なとJの内I;!tltljへIUi1:j'された。

販売額から必要符究をl徐し 1た利益金が， まず株主 7

-6 本主 3-4 ~!iIJ の割合で分間己され，後者の 1[Y.

り分がさらに各木主に配分された。水主の得る所得

は， ;fIJ，、の出来高に大きく左右され，年による変動が

大きく，いつの時代にも副主主の域を 1:1¥るものではな

かったらしし ¥0

須田新|五の地曳網は I明治中期JU、1)年， とくに後期

になって衰退傾向にあったが 1933il三(lliHU8年)に

J易総船に発動機カ'11足り付けられ 12) IJiUる;~([_.-市で

揚繰網漁業がイ説雌んになるにつれて， i)c'li.jl~J なH

撃を受けた。つまり，防総指ËJdO. が~Jj J {'iで、J.i.i、をi!li1をし

てしまうため，沿岸のj也iえま|司では，f/，1，がとれなくなっ

てしまったからで、ある。倒入手間のほとんどは， この

頃から行われなくなった。付制だけは戦中も行われ

ていた均三 ijiJ({去になってJ1t1卜された。 民地改革によ

り，地主と小作という l立j係がmi成L，ノト1'1:人がJlci::

として労働力を ~j~ iJtする義務カfなくなり，料.;t~ は'ム-

1I!Iiな労働力を誠j主することが不 llrij色になったからで

ある。その後，記号の!えき子30人ほどのノトJJH誌なj也I.Q

網が新たに組織され，細々と fJ:われていたが，鹿jf3

n日発に121':う沿岸漁業権の買収により， j也史制漁業は

(f~í 滅した。

地!え網漁業が衰退するなかで，農業経'r11~の舵々の

改善が|豆!られてきた。落花生の他若人対!平，桑，

)]¥やPLi11¥なととのir¥1品作物の導入と普及の試みもその

一つであった。ここで，個別段家での1mき取りをも

とに，大正からi昭和初IJJUjにかけての民業経J討を概観

してみよう o !~l fr: J長であった H家の耕作juifuは，

EEJが約]IIIJ，対11が約 21l1Jであったo j:1JJでは，夏作と

して落1'E~L と IJ惑が 1 IUTづ、つ作付けされ，冬イ11:とし

て麦が 2iHJ作fjけされた。米のJi.当たり l以来は 3

4 i九友 は 3i~H ì~ilJ支で、あった。 I:'::j 小作成で、あった T

家のj劫合，経常利:J也はIJIが]IIIT 8 )i_， JHIが 9J天で，

うち日ゴの 3反がノト作地であった。1:111の友作としては

落花生が4)又， iJ警が 5}5(作付けされ，冬作として

は変が 9)正作付けされた。また， iむに凶)J¥が， 5年

に~-1TI1 杭!支 2 )i_ほとずrられたという。 /J、fl.:Jlさで、あっ

た K家では， EHと'):111をい11]'3反づっ耕作していた o

'):11lは夏作のみで.落花生と甘詔を半々に作付けして

いたとし 1う。このように， )(Jとから 11j1和初期jにかけ

て. 'J:HWr:は浪花生とともに， lnw，:が重要になってき

?こD

この11¥]の司王情(i，1909ijミ(t明記i42年)と 1950年(1I(j 

手1125年)と 1960年 (11日午1135ij三)における若松村のJ:_i_t:

農民そ物の作付i面積を比べてみると(第 3去)， I珂

i旅となる。 1909年から 1950年にかけて， LI告:と/ト支

の作付立が著しく拡大したのに対して，落花生の

{乍{寸前i積は減少した。落花生は 1914:.j三(大正 3年)

の青枯病の発生により大きな打撃を受けた 1110 一

方，IJ、変のrr¥il品化は，大正問j以降急速に進展した。

日常;:は H也に ~rtl く，すでに|明治則から栽坑されてい

たが，大正J!JJ以降，鹿島郡におけF る澱粉製造業の発

ウ
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第 3去 五松村における ì:. 安出花物{乍i.J- l iI í fi't の.fíi~ 移

作付 IIIIfH (Ji) 

作物名 19091ド 19501r 1 9601r 
水 fiTI 3‘005 3、361 2.919 

大友 716 259 678 

持!左 670 1‘066 527 

/J、友 131 ]‘992 3司 169

1:1 "布一 340 2‘789 3‘624 

法イとそ1:. i、433 l司037 1.264 

!ly }J¥ 33 125 640 

ピーマン 29 

メロン 。 7 

資料:19091ro: I;{'f松十J)e:J
1950117

• i 
メ }- 111そら手段林業センサス1960.{f.J

196051二j

Ut) 一一ーは資料に記載なし

1960年のj(Jj砧には， I日)'，:松村から-rlll栖11Ij"に制，J人
された横瀬・ l~111争 Jilir>c:がF会かuる。

j主とあiiび付いて!よ;まった 1，1)。波IIJ{，Jで、は1907年(明治

40年)頃にi殿粉製造法が導入されたといわれている

が， このj地也域は!原jA京;江l半料料q千i↓ト.'1ι一1七甘i七;

ら，大正HJJをへて11日和期になると，茨城県屈指の澱

粉製造地域に成長した。 1日岩松村でも，第二次世界

大戦をはさむII{JtUWJの比較的長いliiJ，;KU'f:iと澱粉製

造業が出荷額の大きい主要製造業であった。

その後， 1950年から1960年にかけて落花生は新

続の導入などによってやや持ち註したものの， tJ1事

と小麦の増加11頃i白jは 少なくとも 1960年まではあU、

た。 1960年における農産物のもう一つの特徴は，v可
JJ.¥の栽培が盛んになったことであった。その作付i自i

積は， 1950年には125反にすぎなかったが， 1960:if. 

には640反に増加した。 同JJ¥栽培の導入と普及につ

いても諸説があり，定かではなしE。しかし，地曳網

漁衰退に伴って導入された商品作物の一つで、あった

らしし、。 間瓜は当初は接木栽培ーではなかったので，

連作ができず，事11放的に栽培された。広く普及し始

めたのは，戦後，それも 1950年代後半以降のことで

あった。これは，篠木技術の導入ばかりでなく，と

くに瀧水設備の普及と結び付いたものであった。 長

い111]，ニj二害に苦しめられてきた波崎で、は， 1933年(昭

和 8年)の干抵の後，二|二害対策小設。li戸31-業が実施さ

れた 15jo しかし，これは打込井戸自体に孟宗竹を

利用したもので，石rrllを利用した発動機やJ易水機の

刊;fjEも忠く， しかも数が少なかったため， iJ:!¥'ドUIの

改久にお-I"'f，fljーしただけで， とくに):111の利用という

点で、は大きなJ&来をもたらすには主らなかった iU)0

畑地保慨が本給1'10に普及し始めたのは， ii没後の1955

年頃からのことであった。これによって， Vli)J¥や{也

の県来:JJiを， ビニールハウスやトンネルで、i)lJ&~:xJN

する下地が;1三成された。 1960年のがenl守には， Vli)J¥の

他に，まだfl:付IIIIfi'tはfI!:かであるが，脱出IJlJ発以降

慌んになるピーマンやメロンがj克れてくる。

II-3 伝統的土地利用と景観

i況に述べたように，先ilII新IEIは1820.{!三(文政 3年)

からjj1.J墾が始まり，明治初年には戸数100戸近くを

数えるまでになった。当時:の;1'[IEI新11]0) __-j'!，:I~の i二 j也

利用・長官M を 1876年 (Ilj~dì 9年)の地り 1tj~ Iヌ1II)によ

り復元したのが第 2121である。 1ヌI:{i仁にはられる丘、

しにと地が， 1m 完I~~mf!者の ;ÚIB/I~;'il\比七で、あり， この部

分の宅地の集積を除くと， 111i1々 の J七J也は分散してい

た。耕地は，宅地の周辺に l)j~られず，林地内に小 1.><:

iilJjでfl:く分散していた。これは， fl投地形やM生を考

癒して， Ijf]挫のために条件の良い場所が選択された

結果と考えられる。

当n寺の1m懇の方法は，1l3のJJJj{t， まず松の木を伏

り払い，十1~ を掠り返す。そして，芝切鎌で|ご生えの

芝を小切りにする。その下の{i'少を 2-3)く校j支J.):ち

出したところへ，芝を入れ その_t(こ{!少を入れてな

らし，天;Kをj留める， というものであった川。こ

うしてiii成された出は， lI:J1:il下EBJ と11子{工れ，この

li少丘j也;:itt寺有な景観となったo ):111 は芝を切り， {i'歩を

盛り上げ，芝を入れて何度も掘り返して造成した。

田 l反歩を開墾するのに延べ150人，よ1111 }i_歩につ

き50人の労力を必要としたという。しかし，こうし

て造成された田):Hlは，砂丘地という劣悲な条f'I:ゆえ，

生産性は低く，また11又量は不安定であった。このこ

とは，新田村の鍬下年季は通常 3-4年であるのに

対して，須田新聞では12年もの間，年女が!!武諜され

なかったことからもうかがえる。

擬下回造成のIl祭に掘り出した砂は，府間!のlutに積

み上げた。これは土揚場と呼ばれ，その I~m定化と i出

)弘・!坊砂のために松の木が植えられた。この松は，

農民の燃料源ともなった。須田家の1IF>r.J懇話入訴iJJ

によれば19) 1822年(文政 5年)に金札約 8両で大

量の松を購入している。開墾の契機は松林消失に

あったが，消失による空地化はI~日墾を容易にするー

- 28-
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)J， )此砂の被 ~ij iーを与えたのであった。 lilj: J~~JiJ!.引;には，

j也11'.緋J?.({l，のための納)"1';:を見ることカfできる。

第 21ヌi の方了f)j[こ m~lljjE しし吐立 illj- :j犬の j也 ~lflJ がよよら

れるが，ここは11:1';二111部村十IlIr歩である。これは先(

日-1rJi" 111のIJH宥!が進反し，佼111与を恐れた矢11Ifm村が急

ぎ分家をIHして， I日j黙させた土地で、あった 20io

1884 il'_ (明治 17年)il!lJHkの迅速陶によれば(第 3

国)， 1m討さがより i住民したことが読みlfi2.れる。また，

かつて志向!設の千{(fした海岸に集ー落(須UJìJí~)が成立し

たことがわかる。

iザi~tì 末期になると， mEHrli-mは戸数174)=人人i二i

1，187人を数えるまでになった。 133は92HIT， :):llll1811If， 

宅Jlli181l1J，LlJ林226urr，雑種地25111Jとなり I現j台初

年と比して， mが3011fT，):111が193111Tあまり増加した

21 ) 

大正HJJ以降も掬下mは維持され，独特の景観を主

してきた。しかし， J也下;J<.Hriの111;-下やj孔砂の詩:のた

め，少なくとも i代に 1IIiJは 水III百Yiを15-20C111 

第 31詞 明治中期の土地手IJJlj 

(]884ij三i!!lJ最の)s速II{l)

ほどi1:I¥り下げるJA(Fげfl:)ミを必史ーとしたという。 HIi
りJちした砂はこL均j卦に積んでいくため，年が下るに

つれて柄下EEIのIIIIと1111の高度五が大きくな!')，作業

はより|説草花になった。この{乍業は， ] 2)'Jから 3月に

かけての民間関に，結または家政労働でわ:われた。

l民家が l年にできた床下げl(riHtは， 10a ，w後で

あったという口

その後，一一部のJ!:l]-FEEIでは11日和初期1に， lr込:J¥--戸

が抑制されたことについては伐に述べた。これは，

il:il下回統合の安定化には岩干寄I3ーしたが，民慨を変

えるまでには:4-1らなかった。 11111坊主計1l!i:j;jf業の尖h在以

前に，多少なりとも水田景観を変えたのは， 1 955_{j三

(11日午1130年)以降のJ揚水J支持?の発炭にwうビ、ニール水

日:!の持及であった;泊。これは本不起になりやすい

JJ<.tIlゃ'):111を若二l:uTIり下げ， ビニールを J)汝き， 50-

60cI11ほと三!二i去を入れ， )iifJl丹!に長さ60cm.浮き 4-

5cmのコンクリートを打ち込み，これにピニール

の端を巻きつけ，上からキャップをしてピニールを

li~~I~ したものである。 j住ノkにはポンフoで、湯本したノk

を使うので， --fIJIの I~ÆEEI とも考えられる口これによっ

て， 水FEI面積は;甘え， 稲{ノド帝王 ~I~~・は?í:しく安〉江したり

また，多大の労力を要した床 Fげを行う必要もなく

なった。その結果，地下水((!i近くまで帰り下げられ

た従来のJ記iご日1と， より古川、ところに水111[師のある

ビニールノ'klJ3が悦在するjjt慨がJi足立した。

混成設備の普及は， 'J:11lの景観をも大きく変え始め

たが，これについては次常で述べることにしよう。

亙 鹿島開発に伴う変貌

ill-l 施設題芸農業の発達

a) .鹿島開発

前章では，若松村ーでは第二次!世界大戦後も，拍i下

日3での稲作と砂質土壌に適した-u-警や落花生などの

畑作を中心とした伝統的農業が営まれてきたが，

1955年頃から， ifi&i就施設の整備などに伴って，疏菜

(果菜)1君主:農業地域としてのNJ1芽が見られるように

なったことを指摘した。まず スイカ栽培が普及し

た。この地域のスイカは，鹿島砂丘スイカの名で京

iJI(前場に出荷されるようになった。メロンやトマト

やピーマンなどの露地栽培も行われるようになり，

1961年には波崎町閤芸出荷組合連合会が結成され

た。また， 1¥1Jじ頃から，これらの作物はピニールの

トンネルで促成栽培もされるようになり， 1963年に

ハU
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は日脱立 jよ向s入ゐ:可H巾トむJi古川;オI~口山;日iMiH」i;1 ，:一 1主礼i七江訂~汀抑州4求判{司| i':汗;

のj地也j械或は日脱a包巨，1向|じ臼j誌占|日間;I担:1発とi判軌|刊胤リ札Lを-争つにして， 組設WI~~:民染

地域に!~'， )ili に発注するが， _j二に述べたことは，その

ための悲昨がl!えにj位J&内部において同完成されていた

ことを示している。

ところで， IJt: 向地方…;17では， 1954 :í' f に民業 )l!~~;tt

~}引rili rll-倒が策定された。これは f特殊リ1~'i;\' )Jt ，i，'，)IN 日1;

土地改良事業』といわれたもので，この地方の563

戸の農家によって土地改11組合カf目立;ιされた。ここ

ではまだ，民業 I JlJ 発が----~則的に考えられていた D さ

らに1957年には U)JLI，'eb判部民業ノド干IJ'Jf京:.J]がHI-jllij

された。これは， !ft ，1;，) IIIT _Lj、I'?iの140.907111T広をiWiPX

しようとする Ij{菜~nl-fíIjí で、あった。しかし，出家のf!

ll:¥111主i1ii¥!:や返済l!Jjl恨の延長を求める段以との訓牲がつ

かなし、うらに， 1960年に茨以liiiJが， u'IJt山irfiii'f ; '，:: J色

h主総台IJlBcの構惣』をすを去した。こ hによって， こ

のj也j或一部;ではJ:うねjfJ発がniJ!(Iiにおしだされてきた

21jo そして 1962:i'iミには，1誌lij);;iu:J:業Jm':lj: jD J& j¥J-

~lJ í tとj が決定された。これは. 1在汚の佳品交と約

3司 300l1aの 1:業)fJJ也i主JJ.X:によって，人仁130jJ人税j支

の大 );~m な臨海工業j也;jj: を造成しようとするもの

で，波111;.rIIIT .千ql桝IIIT. JJ[ ，i."J IIITにまたがる約 2hha 

の;n・!llliJ也j或とそのh可jllrmk!') 2 h haのIYJ)主j色j或がIHJ

1cJ也主主に指定された。 riiJ:i'ド， IHJ>5c組合のJ立なととも

に. XIηに:1:平がIHJ(l合された。 )fι 告がIJ:Ji悲し，X

j坊がJ荒業を1)目立fiしたのは1968年て、あった円

用地の取得は，対象!史家の所有農地の 4'，ifIJを民I1え

するという，いわゆる 6 4ブi]¥:' あるいは能向)j宇

式といわれる形でj並められた。十1111'iJljlllj'で、は，全ての

j支ー家がこの要請に従ってj支地を供出した。それにふI

して，波崎町と鹿角HfJでは，鹿島開発の!日j発区域が

一部の地区に [~J~ られていたため，土地の買収は，こ

のi玄域内に皮J也をj折有する農家に限定された。 波I!I奇

地区では，ゴニj也の買JI又は1964_{:jミから始まったどり。

この開発事業は，鹿島地域一品;のあらゆるiHlJif1iに

大きな影響を及ぼした。}農?支ミ家の生業 1形r杉牛~!l態J主Eや j段;;見!芝3業i結経1吉主1王1汁':

に対するi影彰響も，甚大なものであった。たとえば，

この開発事業によって，この地域の就業椛造は大き

く変わった。道路や工場の建設，工場の操業開始，

千I11楠11汀大野原の都市化などにi*い，就業機会がI14え，

農家労働力の流出や農家の兼業化が若しくなった。

波崎i可における専業農家数は，開発前の1960年の

1，033戸から， 1970年には684戸， 1975年には実に

159戸にil，;I(少したの

このIlH 党のお~!~~.~'i， f;~ J血や出家労働))の il，;~少なと，

t21: にとって(i i~Ë(I(J な l;~; ~g~~ ばかりではなかったn と

ころで. 1ft ，1，") IJlJ発の桜本J:IJI念は. u';n.I'_!llij全』のJili

J& を述 i没することにあったといわれている。I>!U~H

づむと三 I~行して， むと米の 6:，I;IJにi"え少した民j也で14iiの

近代化をはかるために. 1963:i'ドにり14が，1，'，)I~~I; iilj 

L業j也lliJJ:.ìßJ主に f、1': う民業経~r~'~.え flりJ 誌のNlitU.，j を抜

〉じした~:)) 0 こjしによると. ;rT:'，:;¥'I(lifuの縮小に伴う

ll:x.妖術的として. I市11111作物の集約IYJ~A)ì~，: .つまり，

キュヴリやトマトやピーマンのビニールハウスやト

ンネル状JiJiがi三l析すべき出来続f:~~.とされた口そして、

そのために必要なピニールハウスヤスプリンクラ-

I白i没，あるいはビニールJ}<.IIJなど，出家カf新たにJ立

すfしようとする施i没に士、lして，その純資の 5;iilJをEEI

やりしようというものであった口この付策'JT

業による思，'i¥}:Oコ1N.J支は.JJ)j Jijiによって yi:なった2610 

しかし， )&I.!ll: を交けた民家がたとえ ---r~l~ で、あったと

ころでも， このことは子外生iトド=.)11計)Y(王引f巨:

f気J式~)注主を一一一 Jlj~~l計fづj リ伯強d虫i め' この地域の施 i没I~ι1J21t地域への

本みにJ(rlj(をかけることになったと考えられる。二大

に， このような ;i)W{!ごて‘の l，:1~'~ J 色 I){ のJilliil生 I~il _;_'~:出来

の発出を険iトlしよう口

b)。 ピーマン北川ーを 11-1心とした施l没WI去の発j主

ネqq同j也|又民主KL文九千千/え!折によって. 1964:i'j三に先行

されたj;三業改良??及;;j-jIIIIil;:によ IIは¥ このj也J&-一:iY

ではこの頃には， ビニールハウスでのキュウリ， ト

マト， スイカやメロンののま奨@Jされていた。し

かし，その後，とくにずJ松地区ではピーマンの t\);，~

が刀、速に ilif 及し，このj也 j或の施設 l{tl~2 はピーマン佐

々?でイにぶされるようになった。

このJiliJ或におけるピーマンのj主よi'lは. 1949:i'fにカ

リフォルニアワンダ-H[がヰー人され， l~t;+j也栽Jì} され

たのが始まりといわれている。 しカか、し， 当初初Jμは止ム

!揺U引抗u却|ドiの4抗j託;としてIJ小jト卜、V一#規j品;2日{児にJ出jれH砧;日込:Jされたり， キュウ 1)

の添え 1'í:t として };(?F~J也 )j に f主かに 11!'t i'í:Jーされていたに

すぎなかった。ピーマン j友情がとりわけitr1される

ようになったのは， 1960:i'F-1"ttヤ昨uコ、!昨のことであっ

た。 1960年代の前半に民業助成を利mして，農業辺

代化のためにさまざまな疏菜や果菜矧の試作が行わ

れたが， ピーマンの成績が11立も良かったという。つ

まり， iJiAI援な気候.J}<. はけのよい砂土やま111砂土といっ

たこの地域の岳然環境が， ピーマンの抜出にi泣も過
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~\ 61:;(1 i皮 111有Illj"における WJ)& 合宿!の ~fí;ft

(:j':_ J)点リ11~. f:Il i'本/主 N~ 行I~firl による)

近代化資金や自己資金によって導入されたものと考

えられる。このように，民業近代fとのための助成は，

ピニールハウスでのピーマン法上;'~:~C)Jt の í i'( J~~!'II)斐 1);]

とは古いがたい。助成は むしろそのliij段|府IYJな契

機であったと解釈することができょう。

1 967{j三に組織された j皮 111 (，í.llln{d;f~t知 jl~l[i日恒子己述令会

も， ピーマンの共 IliJi弘前のほか，杭 j仁の J~liiJ 11/11'入を

行い，その栽培の普及に吟:_lj々した口 ]970年から 197J

{fにかけて， タバコガが先生したためピーマンのfl:

は叫:減少したが(約 41?z1参!!な)， 1972年には

法的111]"がピーマン栽応で出の特作物指定j)(:J也にな

り， tll
}来指定産j也生ji(tHT;1J:近代化とJ{業が始まり， 4，: 

杭 (1せな発 }J( カ "~fì まったっとりわけ，その 'jr 来の -11

として， 1972年に llj'.~~物 JUJël討に n 動/Li尖肢が I与人

されたことは， );_きな刺激となった ~n iくz これによっ

て， il ~と，労働力の r 分を'i l( していた Jd尖・ +11;1~の

手作業が有かiL，frJ~能不は JI~ylt!(1<)にIr寸Lしたο こ

のほか， 1970 ~r 代{を'1'-.灯、F年の11乏));~地 li立をもったビ

ニールハウスの E主人も， ピーマン を11[心とした

地ぷI~tl ~!~: }l.'t 'j(~ 先 i主のJl;UO))J となったコ

1980{j'.J:J、1;示、 このj也h主のピーマン j主よ;'1は安〉ιlUJに
人ったといわれているυ1983{j:には，波IIJ;，IIIiJのピー

マンはり、ーのJ;YIW，j !i( J1自のH1"とを乏けた。 しかし， … h 
では~/ ;-子ゃ i三 ~IJ' との !ìíつ也 I i\ J 段(?の ií;iit ， Il:.ji(.i白剰

に1'1'う "iJJ)jIllli十件のf'/i，;j'i， .i主fノ'1:!~;':}I~ ~;t ~~といった!日J:Híも以

u化し，近年では， rι1;0~分 ii士。):(;;':11よからもスイカや

メ口ンをより多くえ1Iみ fT わせたり.イヒ }!f'~主 Ji';' をI;.fìめ

るなど， この j也 j或の施 1I立 [~d ~::は多ヒの兆しをはせ

始めた iljo 

c) ピーマン lQJ/'I:

このji生主主のピーマン松I与は， 1960{ド{に1111::1jのu'_]二一

ス」杭の導入以後， ~cJJ0.カ {I;.fì まったと i -iわれている口

こjしは， 7)Jにリli1JI':i'!!Li::寸ーることによって， 3)jカ、

ら12)]にわたってkJtJJII'r]JIx.tをできるもので、あったヮ

しかし， 1970年{じ 1 1 句:~になると，長 ~if り11・ Jfi: の jfIJ ;jJiJ ピー

マンカf市j坊にでまわるようになり， ¥{立了!の'l以しく

なった。そこで， 11:.((:1:の増大と t¥Ui"iJりJIIUの延長を

料!って t'トサグリーン1 と『サンテル』という 11111

H~がJ5i 人された。 I前ìí詩;むi名F は 4 )月3カか、ら 7)月3にカか、けて11又?投生

さiLる

lロ2)凡jにカか〉けて 11は又対干稚芸される J担F抑仰f司叩1下|ド川!日叶巾刷H市制糾lil出l刊市|月j 松よん[[汁11点f~ で、ある O また，

1970年代絞:'l'~ には IIZ: I)ム没1Jli!をもっハウス I)'J で杭よ伝

される iJtl&A;Q J行椛 F さきがl ナネ~RJ]が i主人された。こ

れは， 10)jから'W年の 7)，] にかけてほほJ.iiJ年収穫IlJ

{iEな111111t1fi_である口このようなピ一マンJん訂!日の多t様革f化ヒ
lはま，ピーマン j主主;J)" の ~Ú~/t~~. 対Jヰf を 111) めたばかりでなく，

ピーマンと他の作物とのおjみ介わせーの11111¥を11:げ，

ピーマン栽J;? を Ij~1心とした地設l剖よ1!4 業発出の IJ;( iJijJ

)Jとなった。

ピーマンの技I奇は， '1'. iJ心主で、は， まず12)jI十!

?リに Jffi経治{hわれる(第 71刈)。手fiI はまZ)30
n

C に i~正

たれたハウス I)'Jで約80E:l II¥J行成され， j也jiえが15"C

以上になる 3月初め出，すなわちゃ J需ィーとのIJ:Ht:liiif去
に定相される。気jilllが1l¥ぃ 3月下旬I::fiまでは J¥ウ

ス|付にさらにビニールトンネルをつくり， ピーマン

株のがliiHlJにl泣けたポ y トと呼ばれる11友水れで保jilliす
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)J 
1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5 . 6 ， 7 ， 8 ， 9 ， 10， 11 
一一~一上一. I - I - 1 -上 I - I 上一

犠一一一斗::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~

メロン j主J-;';-

ピーマン、1'.{Jt 1& 1主J"，~，

ピーマンヤlJ;lilJttJ日

A 

品一一一暢 E 

メロン・スイカ栽JJf ト一一一一暢 1::::::::::::豆2ヨ

ピーマン jfPlljlJ抜坑 11 轟 欝一一-1::::::::~:~::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::;::::1

ピーマンiJ自主ttJf';' 11::::::::;:::::::::災::::::~8::__;~;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~::::

4亀 J品f.[{
&
冷
3

九一じ

盟主8]J!xHf 

第 7['11 ピーマンを主{本とする施立14d:'~従業の f/I:Hi'~

(1mきとり訓査による)

る。lHj口5.4111のハウス内には， IIJ)i¥80c'm，おさ30cI11

のli仇が， ii仇間50cI11のIIIJ隔で 4列並んでいる。これ

は1972年に存入された高iI仇栽培法と i呼ばれるもの

で 10aあたり 1-1.5トンの裁断された誌と緩効

性の)j担料を社主将iーしてii氏をイ乍り， こjれ'Lによつてj二j与J

j通盈気性と養水分のf保足持f能j定伝力を乞1';子主完;主布!jめ， 増収をほ|ろうと

するものである。ピーマンが成木に近づくと， トン

ネルを除去し， 1株あたり 4本の主校をタコ糸で U

字引につりあげ，慾枝する。そじて， 4月上旬から

7月中旬にかけて， 1果1[{25-30gで収穫する。

ピーマンの三j三促)主主文I奇は， メロンヤピーマンのFIJ

fljiJ栽培と組み合わせられることが多し」メロンは以

前にはネットメロンであったが 最近で、は{i'少地に強

いアムスメロンが主流である D これは 7月上旬に掃

種， 8月中旬に定植， 10月中旬から 11月下旬にかけ

てJI又干芝される。それに対して tijJilJiJピーマンの作業

は忙しし'0抑制ピーマンは 6月中旬に播種され，半

促成栽培のピーマンが収穫・整理された後，約 1:ilM 

!I~J {去に定HI立される。

しかし，抑H1iJピーマンはJI又柊WJII'dを長くし，リ:_}11~ 

i立をあLずるために，むしろスイカやメロンと制lみ合

わせ可てよえよI'!rするのカfより---f，j支Iちである。このj姑合，

12月下旬にされたスイカやメロンカヘ ~f;~年の 5

月J二fりから 6月中旬にかけて収穫される口この後イノ「

となる抑制ピーマンは，三|三促成ピーマンの後イ乍とし

てよりも，約 1か月平く J需主主，定地されることにな

る。しかも，このような作物の組み合わせは， ピー

マンの連作障害を防ぐ効果もある。この組み合わせ

の糾Jf!J1jピーマンは， 10aあたり平均4、632kg(198311三)

の収穫量をあげ、， ピーマン同士の組み合わせの場合

の10aあたり 3、748kgより，はるかに多収量である。

そのため，この組み合わせが増える傾向にある。

促成栽培は，専用の大出)¥ウスで行われる口 7月

下旬にJ番樟され， 9月 iニ旬に3.3平方 m あたり約 8

本の都合で定植される。これは収穫期間が長く， 10 

月上旬から翠年の 7月末まで収穫できる。その!日L
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10)'] ぶから 4YJ 11:1旬まで，ハウス I)'Jの3Ljjiiを]8"C

以上に{記つためにl[~flllストーブで)JIIiJl/'Lする。 1Jl成

ピーマンのJIY.:;::は，半iJl成ピーマンの10aあたり 7

トンに比して，はるかに多く，約]2トンにも述する。

しかし， 11:.花コストが出しitこめに， t~J:f;-j(liH'[ にはあ

まり大きな変動はiletめられない。このlまか，ハウス

スイカとメロンを組み合わせプニイ'1:)[;11もjlsjえ

つつあるの

重一 2 施設園芸農家の経営と就業形態の変化

rìíï i!じで、は，五十jjî生区におけるピーマン j主J;";' を II~I'L、

とした施設陶芸j見栄の発j主;f:I~;]~を牧討した。ここで

は，そのうち，とくに 1=j=1須田と須出浜を例に. 1976 

年ならびに 1983年の従業基本調子f~'ilf県と 1m き JI\( りおii

栄に;Jíl~づき，施設l主i iE民家の続件と就業形態の変化

を検fi;j'しよう。

まず 1:ド須 EEI の状況をみてみようはí~ 4夫九ここ

では. 1 976{jミにおいては 34F-iの民家のうち車業民

家は保か 2戸にすぎず，兼業民家がほとんどであっ

た。兼業j史家では. lIl:':iJf主の孫にあたる第 3111:代が

勤務に，そしてi吐荷主もしくはその後紘者が

季節IYJ労務に);先く何ilI:せがあった口栽t1H!I:物のキ11.みfT

わせをみると， Jj(fiflにタバコ，それにビニールハウ

スによるピーマン・スイカ j主.t~1 を ))11 えた出家カ{]S

戸、この組み合わせからタバコを欠く民家が13戸を

数えていた。露地スイカを H)t~:する 11と~ ~(が 3

しているが，その抜J??がほぼiiLiえつつある:1幻7Lを示

している円 また， ijiJdt. lj-一世;ーやたイヒ'1二や鈴j也スイカ

についで if(裂なli.61111作物で、あったタバコは， まだ裁

j:;-'，~ ilt家数こそ15戸も伐イヂしているが， その'jざさは{i'i

であったとし、う。 '~-)J. 自主 I没 1~1I工:はこの II~J二点

で;L:1に，ピーマンとスイカの先11み合わせがみられた口

ただし， どのJ史家においても、 ピーマンとスイカの

作付刷新の介計がビニールハウスのl(lj航iこ等しく，

l年 11乍のビニールハウス利JlJが行われていた口こ

の当 11.):，JH乍iJJ也の割合はFE!で4.9%. '):111で32.6%

を Ili め，日正に!TI_ J也が~l，n在化していた。つまり.法外

就業にたずさわりつつ，集約 (I~ な施，;支出!誌を導入す

るで，各民家はiVj=J也， とくに):111を科用しきれず，

Mヂ'1:1&'東地がλ1:-じたと考えられる。

1983年になると，専業農家カ"16J二{と )¥:111，れこjl?力11し

た(第 4去参照)。萩業民家は，千三:iiJ(i() ':;~' 10が12戸か

ら 5戸に， '11i.'':;¥iYJ勤務が20戸から 13戸に減少した口

この告げ;げ!な勤務には， {走t紺H院i宇"一者ないし拘以ミカが{I;吃くこと治f

多く，その場合|仕市j::.は炭染';I/-fiI:となっている。作

物の剖iみ合わせは， ;j(fiTi十ピーマン Jr; ~1 が 7 戸，ノ'j( fìo

+ピーマン十スイカ引カ'16fヨ，水fi百十ピーマン十メ

ロン十スイカ射が 6戸であった。このうちの])ゴは

スイカを欠いていた。いずれのj訪介にも. 197611三と

よヒi絞すると， 各戸のピニールハウス I(JI千百カ'(j'//)JUし，

Htf誌をiJl:大したことが示されている口また，新たに

メロンの栽培が))11わったこと される。さらに，

ピーマン・スイカ・メロンのf'r+J111I -h~lの合計が，ほ

1976:1ド

第 -1J{ '11 ~fi III における民家の経JF~・ lî! Jfi l ! の変化 Uìí. fíi: : yi) 

水fi五十 水fiIi十タノ tコ十 Jj寸前十
その他

~\t J也スイカ ゼーマン・スイカ ピーマン・スイカ

業 。 。 2 

V川筋
3 9 (1) 7 (1) 20 

業季節約労務 。 6 (1) 5 (2) 12 

3 15 13 34 

( ( )内は， ピーマン・スイカのいずれかー万のみを抜.t;~) 

1983:11三

水稲十 1 水稲十

ピーマン ピーマン・スイカ

2 8 

5 6 

ハU
一
ワ
J

水fi百十ピーマン

スイカ・メロン

r 
J 

その{也

円

h
U

一q
J

一:〉

E
i

一1
1

一
f;

2 

16 

3 

6 5I 34 
(lit-業恭本調子tによる)
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とんどの農家でビニールハウス詰i結の1.2-21行に

なった。このことは ビニールハウスにおいて 1年

2作が行われるようになったことを示している。リl

業民家の出現とともに，施設 I~ìl 去がより労働集約

(l~ ・土地w出/)(1せになってきた。

.l1上のことと対j忘して， ;JH乍iJJ也の割合は， I:Elカf

7.0%， :J:11Iカ，'54.4%に:t1d日した。士IIìの耕イII:H女王~J也は，

所有耕地1(lj績の尖に半分を越えるまでになった。こ

の地域で、は専業j農家が増加lしたとはいえ，その実態

は， 1976{1三において恒常的勤務に就き，農業にたず

さわっていなかった!ll:帝主の孫や蚊が独立したり，

また， :"'j':::節的労務に就きつつ農業に従事していたm.
もしくはその後継者が民業専従となった結果で

あった口つまり，労働のi"I!¥; 1手には大きな変化がな

く，施設園芸の規模拡大と I年 2fl:という集約化指

l(iJの中では，耕作放棄地を114やさざるをえなかった

のである。

次に，須田 {J~の状況をみてみよう(第 5 去)0 1976 

年においては，専業農家は 1戸もなく，兼業農家は

恒常的勤務と季節1'1095-務がほぼ半々であった。

的~lIJ~窃で、は，世話主の娘が事務や教員関係に，後継

者は工員や運転手関係に就く傾向があった。そして，

世帯主やその他の後継者は，主として季節的労務に

就いていた。作物の組み合わせをみると，7.kfioに露

地スイカとビニールハウスのピーマン栽培を加えた

農家が16戸，水揺を欠き，露地スイカ・とピーマンを

組み合わせた民家が11戸あった。 JitJ也スイカの栽治

農家は，全体の 7割にのぼっていた。とはいえ，路

地スイカの栽l{fI副長!Iは， 各戸とも ]0-30a私リ主で

あった。一方， ヒ、ニールハウスにおけるピーマン栽

培而誌は， r:jJ須田の [iiJ:J':I~ と比較すると 2 分の l で

あった。この|時期]のな'IEB dJ~の民業は， 1i~統的な1i'少 i王

j忠良業から施設|主iiEへの移行HJJにあったとはること

ができょう口紅illliF~では， もともと!計七↓J¥:J也IIli千百均三

小さかったことから，仁|二lmlllでみられたような荒地

は似若にJj!れてはいなかった。

1983il三になると， mIII~Fでは、 jJZ 業主本調査の丸j

象j史家は25戸に減少した山(抗 5去参)!(O。つまり，

14戸が高WJ.たしたわけである。 '--)j，成子f-出家のうち

では20戸が専業民家で，ここでは脱皮家と専業化の

2極化が進反した。これは，守i務・教j;~1 関係のおミが

独立したことと， .J_:民)亙転手 I!hJ係に従:~jf.していた

後継者ならびに季節的労務に就いていた|山ii;主・後

継者が民業\'lfえとなったことによる。そして子~i'jii 

1'1<)労務従事者は，皆無となった。作物の組み合わせ

をみると，飯米{I'M保のための;j(fiTI ~主府を日Ijにして

:n) ピーマン十スイカJfi~! カ{}2 戸， ピーマンJ[i~l. -j)'~ 8 

戸で，さらにこれらにメロンを}JIJえた11ミ家も 4j=i に

なった。このようにほとんどの民家がピーマンを栽

培している。ビニールハウス I(li積は大幅に折、大した

が，中須田とは呉なり， 1年 l作が主流で、あった口

以上みてきたように， 1976年から 1983年にかけて

1 976il': 

第5表 ~J'{IIl i兵における農家の経営1J!出の変化(単位:戸)

7]¥. fiu 水稲十ピーマン
~f; j也スイカ 水稲十露地スイカ

その他
十ヒーてノン +ピーマン

24i 業 。 。 。 。 。 。
兼l恒常的勤務 2 2 5 6 3 18 

業季節的労務 2 2 6 10 21 

4 4 11 16 4 39 

1983il三

ピーマン十スイカ
ピーマンピーマン十スイカピーマン十メロン そのイ車 計

十メロン

専業 7 I 10 2 1 0 20 

ヰ勤務

ド円;
(農業;J;I~本調査による)

po 
q
u
 



I年 i没 r~tl 工J の J~U山正J;.， ~主i九作物の多干仁 1 1j:=: 2 

作化がみられた。この{tI(111Jは， 1!]51'[IJIにおいてより

j説者であった。それは， 111mlJIの各戸は所有耕地脱

出が大きく， しカか、も家のj;i品iiJ[り)1:1にまとめて…j土LJ地也を!所担再粁好r'令J千イ右イ仇j

し mfTliF~ より有利なま正J!:~~ !/~ ft主をイ1・していたからと

考えられる。このことは， 存[111iJミが， 1115UFE!ペコ州在{

mペコ京丸![11]といった刊一カ柴芯』を付村としてJ&ι

したり、マ集決』であるという 'M~ ~とに 1I1 ヰとする口制

111 dí~ において却i:12 した民家Jli~;Î は ， )vjイ{lUI 地JJ目立の小

さい}!;_{Iで、あった。

もう一つの変化は，施設I~tl去の発注と集約化に↑l

うj見通〈の就業形態の変化であった。 I、1/Xi Jl~l 家は，

1976年にはrj:lmlIIにおいても， mlrl?Jí~においても，

???11R ないし fî~ かであったが， 1983ifには 11:1刻印で

47%，な{日:líJí~で80% を数えるまでになった。このこ

とは， li'iーにな[¥JIだけのJJt象ではなく .i皮¥Ii(，illlj"全体に

あてはまることであった。法的!I可では，脱出i引先の

j並行とともに，兼業化が進んだことについては既に

ふれたが. 1976年には専業民家は的戸にまで減少し

た。しかし，その後，施設国主氏支:の発j主とともに，

iH業j史家主交は1978irには424戸に， 1981Wには466戸

にまで復活した:1'1)。

;k~ こ， こうした施itJ: 1主!去のゾミ 1~1i~を 'lï例出家を通し

てみてみよう口ここでは ピーマンとスイカを手JLみ

合わせたJl!J:家の事例を取り上け、ることにする。 1:1:1創

出の A 家は 6 人家政で • jj1:荷主 (50政代)と ::}I(50代)

と長男 (20代)が農業に従事し，長!J:.(20代)が初:，，:;;，，(¥<)

勤務についている o jijr有耕地は;j(I王150a. 'WI135aで

あるが(第 81ス1)，~知県の利用は水稲 50a. ビニール

ハウス50aで、あり，成りは荒地となっている。ビニー

ルハウスで、は， ピーマン十スイカ (20a)，スイカ+

ピーマン (303)とし、う 1ijミ2f乍カqj'われている口

ピーマンは11月 1Elにハウスで、J前科1され，有¥'I'iに

入る。 2月下旬にうζ植し 4 FJT'Ii]からl!:Y.碓カ{(ltiま

る。収穫期には延べ14，5人を!記JlJし. 7 jj ~くまで収

穫が続く。 1milot 1iIii riJどはないが，五日i坊l訟のためハウス

を2J11にしたうえに，ハウス[人jに小トンネルをつく

り，さらにそれをシルバーで被う口収穫後はトラク

ターで、耕起し，消毒・施!J~をして{走行二に備えるの a 

方，スイカの作業は12月末のタ広!の4長f主にMiまるo

:í'j'三 I.l)~ けの 1 n 10-15 El g~i. スイカをJ番手前し， 1月20

-25 日頃にli~ ぎ木をする。タi'mの新子がでるところ

を摘み，スイカの菜のド!riHliをi1ilJり，取lし僚で穴をあ

4じJ也
際審議幽

日木III

回ドン
口スイカ
口出l~
凹 '~U{(XJ~d

o 

， 
第 81χ1 IHlll!1 /¥まの 1-，地Ji)iイiと士一j忠干iJJIJ

( 198'11f ;) )J J}U也，JI.J告による)

けたところへ刺す。 27-28"Cに保ったす f'!'fJ、ゥス

で 3月までj五百させ. m:心・胞JJ~ した，ハウスへた村!

する。 3Pl 111"リ 4月11111)にかけて受粉， 3月末よ

りおj-:~ilj近みをし. 6 JJにllY.f在する。このI\.~WJ は， !iiJ)主

のピーマンのJIY.;f別別と吊;なっている。スイカの後作

としてのピーマンは 7月初旬までには定航される。

8月初旬からず'I'jの!年りる 11月終わりまで， JI又絡が続

く。 1かJ=Jj出れで、定抗されたピーマンの後{乍として

のピーマンの収穫も重なり この期jにはj!i)巧の人を

1=1]心に延べ30人を雇用する。

ノtcD1では fi反米mとしてコシヒカリをつくってい

る。 4月10-15El頃Wiftをつくり， 5)i 15 -30 Elに

EEI純をし， jWJ巴・除草などの手!BJはほとんどかけず

9月10Iこ1 1::J~収穫する。

llI-3 土地利用と景観

JJl在の mE13 の lj(~giは，かつてのJ制下関とそれを 1Jl:1

む松林に代わって，整然と区ji!!Iされた排地に林一ιす

るビニールハウスによって特徴づけられる。現在の

土地利用と jR制上の特徴を述べる !iiTに，ここでは胤

島開発に校行して尖施されてきた州場主主1Jil;事業につ

いてについてみてみよう。

a) .描|場整備卒業

波崎mrでは. 1966年に J;~mt繋 1f!HiHi進委u会が発足

した?を. 1970ilミには波¥11な土j也じ文f!..li<:がJ&.0し， 1972 
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{tミからJ:'ji竹'IJlJMiさjし た 。 こ れ は の[ilJlJルY?iJllf

とii'ii.if!!lJJI:;1<.事業，それに|苛r1'，の民業ノド利事業を

合むもので. 1Jt，1おiJiJ発以前に;tJ-il11Iされたが，出

品開発をj面して{Ifび汗 i二してきたものであった。

r 質問の受託宇;-f!JII分は， 5%の土J也u!:11tによっ

て代科された。つまり，それによって1+七山地を泣

!瓦し，売);JJft金によってをt:~Ul，しようとす

るものであった。 JJlt(のtJjlJJ11tì~'む IJl地と太 ITl 住宅[，j.l

地は，こうして泣成されたものである口道路や本出

などの公共用地時保ーのためのili&:jJ'10%を)JIlえ，出家

は!好イ¥iWH也の15%をi;{iltしなけれlまならなかった口

Iml場の終iJiilは， 1974irまでに太H1J也氏が， 1975{j:ま

でιこ十1j1J)IIJ也12:<:のちじ fしたのそして， 1975ij:から1978

1斗こかけて， ~l'( lll 地区北部のp可 ~ÚIJl ・ ~Ú111 iJi;・仁i←I九2

111で、整備事業が尖施された。しかし，その南部の京

~l'i ITl ゃいI[OJ_~では出家の反対にあって，まだ 1 : ~jí.が

されていなし、。 ItliIN)j枠制とえi;_行して， )IJノk

施設が~，けJlli された。 I主] 'i;.~. の幹*!~Jîl水路とそれにね-Ij.iu

する県件il'h批判1:;1<.事業による支線が')J立設され，パイ

プラインブj式によるdhil究施i没が整った口

かくして， I同須田ゃなiF:FJ浜や';:'mEEIの示11]山土一変

し，従来からの;主観を残す点須旧や十Il!f歩と若しい

対 .W~ を示すようになった。ただ， このImlJ卦井戸市lIiが，

J:三業絞It~~ の変化， とくに施設l記長の発注にどれほど

寄与したかについての'I'IJI析は難しし」その開111は，

次のような事実による口つまり，第一に， まだ、IIHlJ詰

幣1Jlii の行われていない京須田や十11fT歩でも施設I~tlï~

の発注がJZめられる。抗二に， ImIN}j~整備によって最

もメリットを J交けるはず‘のノk問中引:?が このj也i互に

おいては以前より f以米1i{lj1栄の'1"1:格を強め， より/ト均1

出イヒ・ *11放イヒし， 水111が有効利用されていない。第

三に，施設|主は大規模なIXfilijの耕地は必要でなく，

f/t 米の狭い!主 1111j のよ)I:J也で、も充分続I~_~・できることなど

が挙げられる口とはいえ， M:J也整JlI!に121<'う道路の荘

村11 や i~'i~_i既施設のオ;引Jili，j換地による耕地の集団牝，そ

れに松林の伐ぼによる i二IJI.日の時保などが，施設|主i芸

のま正?号'の令3:1j[1ヒに寄与したことも疑いないところで

ある。

b). JJ~在の土地平IJ jFJ とお::ITB~

mHIの大部分では，前述したIUil場整備卒業の結果，

ノド11:1. -J:II! .林地が法制t に IJ~己タIJ した従来の~'.j1m-Fm Jl

;日制は(約 91支1)， 12<~両・整備された耕地をもっ，見

111';-らしのきくlJiJ}jy_(I~J な景観に変貌した。この IR Uliî は

].46 

， 
o .100m 
L_____l  

第 91ヌ1lilllH}j整1ftii以lilJの;ulllにおけるJ-.Jili利JIJ

(1973"j'-波IJI;，j者li，li，il-jIIlilス11) 

恭本n包には，長辺80m・知辺50rn，II1I .fiJt 4 Oaで泣成

された。松林は伐採され姿を消したが，かつての品r!

-r-Iliは111.ひ、;1<.111にされたたゲ〉 ブロック j犬の;1<.1壬!と

士111が不規則に配列する長官官が出現した。松林が伐採

され，耕地では日陰がなくなったが， )臥の被?与を受

けやすくなったという。

1985{ì三 5 月のj_~J也利汗111必至正によれば， 1:1llではビ

ニールハウスが卓越していた(第]OI~1)。この[:x]から

明らかなように，土地利用の状泌を全体的にみれば，

水稲と施設への単純化が生じている口しかし，ビニー

ルハウス内では， ピーマンやスイカやメロンなど，

多種類の作物が栽培されている。同一の農家でこれ

らの作物が組ーみ合わされているため，各作物はモザ

イク状に分布している。また，ハウス栽培は多くの

労働力を必要とするので それらは家屋の周囲に立

地する傾向がある。さらに ほとんどのハウスは

日射量を増やすために，南西向きに建てられている。

施設閤芸という集約的な土地利用が見られる一方

で，多くの荒地が存在する。荒地は，家屋の間111:1の
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第101耳 現在の須H3における土地平IJJ:l1 (198~ .1j: 5月現地調去による)
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ハウス群のさらに外側l 家)主から離れたところに立

地する傾向がある。各農家は土地集約1'1守・労働集約

的なハウス経営を行っているため，所有耕地を全て

和用することができず，一部の土地を荒地として放

棄している。開き取りによれば現在の施設盟芸の

栽培法では，収穫の最盛期に若干労働力を雇うこと

を言十算しても， 1人あたりの経営面積はせいぜい

20aであるという。それゆえ 農家によって80-

100aもの施設を経営しているものもあるが，経営

面積50-603の農家が)王倒的に多し )0 農業経営の集

約化が，土地利用では集約化と粗放化の 2極化と

なって現れている。

一方，千珂や正月の飾り用松など，波l崎If!Tの他の

地Eで卓越する商品作物も若干導入されている。こ

の中には，耕地の賃借りによって栽培されているも

のもある。これは，余剰耕地の一つの利用形態とし

て注目されるが，ここではまだ一般的ではなし、

ここで，土地利用調査を行った範囲で、は明瞭でな

いが，この地域に全般的に見られる近年の 2，3の

土地利用上の特徴についても述べておこう O一つは，

とくに耕地整理が行われていない地域で，長年営々

として築いてきた掘下回の埋立熔がかなり自立つこ

とである。掘下回の埋め立ては 普通の水田よりも

簡単である。なぜなら 庖踏をIpiii4 - 5 mの土手に

図まれているため，この土手の土を使って埋め立て

を行うことができるからである。その結果，面積が

増え，日当たりのよい畑が容易に造成される。施設

題芸の発達によって耕作放棄地が増え，水田さえも

条件の悪いものは荒地化しているなかで，一見奇妙

なことに思われる。今回の調査では，どのような農

家が埋め立てを行っているか明らかにしえなかった

が， しかし，この事実は，施設閤芸の発達が耕地の

評価さえ逆転させたことを示していると考えられ

る。もう一つはいうまでもなく，都市的要素の進出

である。商j吉，飲食j苫や自動車産業関連施設などの

ほか，住宅地，あるいはスポーツ施設に転用された

林地や耕地がみられる。また，小さな別荘用地，あ

るいは別荘沼地らしい荒地も散見される。波崎町で

は，不在地主は既に2，000人位を数えるといわれて

いる。それらのうち，投機の対象として，調整区域

内で売買されたものも多い。そこでは建物を建てる

ことは不可能で，そのような土地は全て荒地となっ

ている。

lV おわりに

本報告で、は，鹿島砂l王j也市に杭;をする波111奇IllT須佐i

の地域特牲を桝i到するための予察的考察として，こ

の地域の進化過程を検討してきた。その結*は，次

のようにまとめられる。

須田を含む波11時UIT北i今IS--;出:は，砂丘の発jlEが著し

く，長い間不毛Jw，人の地であった。ここでは，江戸

時代中・後期に三つの新!万がmJかれたが，農業1'1守生

産条f~1ニは劣悪であった。そのため，イÍ1Jれのおî'III も，

その程度は異なるが集落存続の活路を鰯地曳網漁

業に見出した。この二つの特徴，つまり農業 IY~生産

環境の劣悪さと地曳網漁業の導入は，この地域のそ

の後の地域特性の形成に大きく関わってきたと考え

られる。

農業基盤としては，指i下回と盛上士IIIが開発されて

きたが，干害のほか， とくに搬下回は排水不良にも

悩まされ，それらの生産性は低かった。 15討さ取りに

よれば，この地域の耕地は，つい近年に及ぶまで，

f新田の生産性は，田であれ'JIIlであれ，本国の 2分

の 1，ないし 3分の 1.Jlというイメージで見られて

きたという。

地曳網油、業は江戸時代からi明治中WJ頃まで

は，この地域の経済にかなり大きな役割を果たして

いたと考えられる。鰯は干鰯にされ，主に栃木など

の内陸部に出荷されたという口しかし，明治中期以

降から，潮流の変化や揚繰網漁業の普及， さらに須

田新国では開発地主の没落などが重なって，協地曳

網漁業は衰退傾向になった。そして，この地曳網漁

業は，昭和初期に漁船が改良され， ~rj，合での揚繰網

漁業が一層盛んになるにつれて，決定的なダメージ

を受けた。

このような中で，明治後期から大正期を経て昭和

初期にかけて，地曳網漁の衰退という消極要注iを媒

介として，さまざまな諮品作物の導入が試みられた。

つまり，ここでは地曳網漁衰退に伴う現金収入拐、の

喪失を，何らかの経済活動で補わねばならなかった。

この地域のさまざまなイノベーションの導入が，波

崎i可全体の中で常に先行する傾向にあったことは，

上述のことを裏づけるものと考えることができょ

う。落花生，甘薯，小麦，桑，タバコヤスイカなど

がその種の作物であった。それらのうち，ここでは

とくに，落花生と甘薯が重要であった。その後，
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]ヲ55-1960年月えからi4tirt万立1Iillが普及し， ビニール水

凹が!よまり， ):IIIJiliifiI if~ も nr能になっ fこ D これによっ

て，この地域の民業環坑は若しく向上した。それは

また， JJ.J.在この地域を特徴づけている施設!歪l芸発j主

の!~-J也ともなった。

ちょうどこの頃，鹿島開発構想が発表され， ]962 

年からは実際に開発工事が始まった。 工業地域とし

ての開発が，施設!重l芸の発注にどの程度以jわったの

かを断定することは難かしし」しかし実際この地

域では， JJII烏rm>5eとSIf2.qJ:して施設倒芸が急速に発展

した。

この地域の疏莱，あるいは来菜出l~は，スイカの

係地栽培で始まった。IIlJもなく，スイカとピーマン

のトンネル栽よ1'1がi普及した。]970年頃からは，ビニー

ルハウスでのピーマン栽培が急速に発j主し始め，胞

i没|謁芸j也Jy主としての本格的な発}J.tが始まった。 施設

の導入によって，ピーマンの栽よ音JtJIIHJを延長したり，

ピーマンと他の作物との組み合わせのi隔を広げ、るこ

とが可能になり，陶芸農業の経常効率を飛雌的に高

めることが:可能になった。

日正に述べたように， この施設立:{1~~~の発達に対する

鹿島開発のfill.j釘l(j1~;\~~ を論じることは難しい。しか

しそれは施設陶芸発達の大きな契機になった。ま

ず第一一に，鹿島開発に伴う経営i面積の縮小の中で，

商品li作物の集約的栽土九つまり肱設園芸こそがこの

地域の将来目指すべき農業経;F~. という考えHが没透

したことであった。それを受け入れるに相)，ιしい自

然環境と農業的素地をこの地域がもっていたこと

が，施設i重!芸の発達につながったことは無論のこと

である口 J克島IHJ発に伴う農業近代化のための助成事

:業は，スイカやピーマンのトンネル栽I去の発達に寄

与し，本格的施設|主i芸許及の引き金になった。また，

ーに，鹿島開発に伴う交通環境の'l'tiniiが大市場・

東京との近i1;tl:をおめ，この地域に胞設 I~fl 主'~J也J或と

して恵まれたもJ:限的条件を与えたことであった。そ

の仁，この地域は，大都市近郊農業地fifの外延!'J'J拡

大のu寺Jt)Jにも J[!:まれたお)。

このような泊五支出II芸の発j主は， このj也L支の就業 Jf~

rL~や土地利 )TJ や景観を大きく変えてきた口鹿島開発

以降，専業農家数は減少し続けたが， ] 970年代後半

から持ち直し，回復してきた。また，農業生産tllIlJ

上の意欲は， Iml場撃{雨戸ji.業を実JJLさせ，かつての掘

下回;景観に代わって， 12: Wu .整備された開放的な耕

地景観を出現させた口これは， 1奥地による耕地の集

団化などを通して，施設i翠芸経営の合理化に寄与し

たが，その施設i歪!芸の発達は， ブ7では労働力不足

による荒地を出現させた。

ところで，このよつな集約的土地利用と粗放的仁

j也手IJmの混在は， この地j或が施設園芸地J或lこ移行し

つつある漸移的段階にあることを景観的に示してい

るものと考えられる訓。現在の未利用地は，賃借

や売買によって高度に利用される可能性があるし，

あるいは従来村外に流出せざるをえなかった 2，3 

男l吾に!当5L農業経営の可能性を提供するかもしれな

しl。また，より遠い将来には，都i!i的利用に供せら

れることもありえることである。いずれにせよ，こ

の地域が近い将来，上手に近郊農業地荷の外延として

発展するのか，あるいはそれとは性格の異なった中

郊農業地域として発展するのか:liJその動向を見

極めるためにも，この未利用地の意味と動向はより

詳細に検討する必要がある。

本稿を作成するにあたり，波崎町役場の企画財政課，農林~#~，公害環境課， 11庁史編纂室の方々， ~Ìt びに波崎土

地改良!R， :ti[rTf型地区農産物改良普及所，水戸法務)司法的出張所，須出の青果物第一共撰i3i-の方々 に{針l却J力を!1弘り

ました。 li自き取りに際しては，娯日1の多くの方々の御協力をII易りました。また，製|諸に閲しては，筑波大学の宮

坂手[]人氏と尾崎ImHfl氏にお IH:話になりました。以 j二の方々 に!享く御礼Ffiし上げます。

なお，補充調査の際，昭和60年度文部省;科学研究費一般研究 (C) r関東地方の台地利用における陸出の意義』

(研究代表者:筑波大学地球科学系 石井史也，課題番号60580185)の一部を使用しました。
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;写真 i 拍!下mt先制(J986iドi月)

年iIIl) ，'iJ;ì立の íi~統的な ~1~li --1ごIIIは，不JJLWJな

71三:1犬をし匂て}.¥{Eしてし 1る。相次ぐWTt-f1ノt'

栄によって ii'J;カ )~flt み Lげられた L'iJIHI のご\:.1詰

j誌は.;j( 111 f(!iと告ししづヒ!H;J'I?~: を示している。

J._~品 j卦には，むTカ íflnえられている。

写司王 2 ビニール水EEl(l985:il-'-5月)

水Iflのゴ二壌 1'-50-60cmにピニー jレをリ泣

き，漏水を|坊いでいる。水!日の)~i]I射にコン

クリートが打ち込まれ，それにビニールの

端が巻きつけられている状況がみられる。

写真 3 松と千両 (1986年 1月)

手前は松芭で噌播種から 3年， 1m前後

にj主長したところで出荷される。後方の竹

の囲いは「カポクヤ」と呼ばれ， 1:1射量を20

-30%に調整する。この 1:j:Jでは正月に出荷

するセンリョウが栽培されている。雇用労

働力擁保の意味もあって，両者が組み合わ

されて栽培されている場合が多い。
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写:$T;J ビニールハウス 098G.lI'-1 }J) 

lilJ 11;J. 5111 のリI~ H;I! fl(Jなビニールハウス。

H身、JJI{を最大にするため，市liYlilJきに住て

られている。 7干 ;JT に .UJ;;)血 j迂の舛~':j:がのぞ

まれる。;ulllの北部では，火力発屯所によっ

て反当 3))IIJの煤JI)fttliff¥;jtが支打、われてい

ゐ。

写真 5 ビニールハウスの内部 (198G年 1)J) 

専用の大a!ハウスにおけるピーマンの{){

成栽府である。気iJ誌が下がると，ハウス|付

を18
0

C以上に保つため， [UIIIストーブで

加泊する。厳冬期には， 111.免で‘ドラムYlr3 

4本のIfl?lllを必要とするという。

写真 6 ピーマン共撰iYr(1986年 1)]) 

IEl須fH家跡、に建設されたピーマンの共J究

所。 1972年に t~l 動包装機が蒋入され，作業:

能;y:~が飛躍的に l向上した。 M:盛期には， 1 

1330 人以J二の婦人J\ー卜を J11~ J I Jし，了、OOCl

和以!こを処理する。
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写真 7 荒地 (1986il三1月)

集約i切な施設l選J5_~の進展に伴って，既存

の労{動力では経営しきれない余剰の土地が

生じてきた。その結果，ビニールハウスと

荒地が並存する特異な景観がU¥JYlした。

写真 8 耕地整理後の長制 (1986年 1月)

耕地繋里11によって，従来の士IIJ.掘下EB. 

松林がifHEする景観が，見通しのきく開放

的な景ifJtに変化した。松林が伐採されたtiti

果. 1:1当りは良くなったが， J武芸を受けや

すくなったという。

写真 9 都市的景観の出現(1986it汀月)

須田の北部では区画整理事業が行われ，

住宅，工場の進出がみられる。それらは，

どニールハウスや未利用地と混在してい

る。
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